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この助成金は、地域社会の課題に取り組む団体が、自律

的・継続的に発展していくための支援として、その活動に必要な事業費の

一部を補助することで、市内の市民公益活動全体の推進を図る制度です。 

 

愛称「とよなか夢基金」 正式名称「市民公益活動基金」 

３０名と３団体（５３件） 

１００万１千８３０円の 
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毎年 5 月頃に 

報告会を開催！ 



平成 24年（2012年）4月 1日～平成 25年（2013年）3月 31日 

９の市民公益活動に 

192 万8,000 円を助成しました！ 
助成事業は、子育て支援や地域住民の交流、文化・音楽振興など多岐にわたりました。みなさまに感謝をこめてご紹介いたします。 

あなたの 

寄付で 

できました！ 

※各事業紹介の写真の右横に活動日、活動場所、活動概要を掲載しています。「ここに注目！」は、各団体が事業内容をまとめた実績報告書から市が抜粋しています。 

12 月 22 日 

千里（よみうり文化ホール） 

Jazz 文化の普及と地域の

活性化を目的に市民が創

るジャズ音楽祭を開催。 

 

ジャズ音楽祭には、中高生 86 名を含む 590 名が来場され、出

演者184名と大いに盛り上がりました。今回、演目外でロビーコ

ンサート、障害者自立支援グループ「ふつーる」によるロビーで

のコーヒー販売を行い盛況でした。今後はイベントを支える協力

者の拡充や誰でも鑑賞できる環境づくりなどを行っていきます。 

11 月 10 日 

千里（せんちゅうパル等） 

千里地域を音楽のあふれ

る街となるよう音楽イベ

ントと屋外マーケットを

開催。地域活性化を図る。 

 

 
広報活動を強化し、多くの方にイベントのＰＲができ 1 日で延べ

2,000 人が来場しました（2 日目は雨天中止）。屋外コンサート

をステージ位置の工夫により、多くの方が楽しめるようにしまし

た。次年度は「100%生音」による屋外コンサートと、より質・内

容にこだわったマルシェの開催をめざしていきます。 

1 月 20 日 

曽根（アクア文化ホール） 

中高年齢層を対象にシャ

ンソンを通して日常生活

をより楽しく有意義に過

ごす機会を提供する。 

 
一般公募した 34 名の出演者とともに、楽しい歌を提供すること

ができました。入場者は、90 代を含む中高齢者の方が多く参加

され、350 名来場されました。今後は、他の音楽グループとコラ

ボレーションをして、多くの中高齢者の方々に歌や演奏を伝えて

いきたいと思います。 

第 1･3 土曜日 

庄内（島田地区景観水路） 

景観水路の花壇を整備し、

地域の方の憩いの場づく

りを行う。 

 
毎月、花壇の手入れを行うことで多くの地域の方が立ち寄られ、

憩いの場となってきています。また、活動を継続していることによ

り、多くの協力者を得ることができました。情報紙の発行を通し

て、花、昆虫、野鳥の情報や作業者の取組みなどを提供すること

で、近隣住民に親しみを感じてもらい交流する機会へとつながっ

ています。 

2 月 10 日 

曽根（アクア文化ホール） 

豊中在住外国人の音楽演

奏を通じて異文化交流を

図る。 

 

 
音楽祭には約 300 名が参加され、ペルー、ケニア、ウイグル、モ

ンゴルなどの民族音楽やロビーでの楽器体験、民族衣装の着

付けなどを通して、国際交流につなげました。今後はホール内に

とどまらず、豊中のさまざまなイベントに参加して、積極的に交流

を図っていきます。また、出演者の増加や他の国への広がりを図

り、活動の発展を図っていきたいと思います。 

9 月・3 月発行 

豊中市全域 

子育て中の親による、子育

て情報誌を作成。また、読

者や他団体と積極的に交

流を図る。 

 

 
情報誌は、地域や幼稚園の協力から、第 4 号は 7,000 部、第 5

号は8,000部と発行部数が増え、多くの人に知ってもらうことが

できました。また、ホームページの開設、読者や他団体との交流

イベントを通して、紙面だけでは伝えきれない情報を受発信しま

した。これからも、読者の声や地域団体との交流を広め、「豊中

の子育て」に関わる多くの情報を伝えていきたいと思います。 

毎月土曜（月 1－4 回） 

岡上の町（すこやかプラザ） 

ダウン症の乳幼児が楽し

く遊び、育む場づくり。ま

た、親が育児で孤立しない

居場所づくりを行う。 

 

 

年間28回開催し、のべ285家族が参加しました。芦屋や堺にも

活動を広げ、会員も 82 名から 168 名に増加。ボランティアスタ

ッフやイベントで知り合う地域の方々との関わりを大切にし、ダウ

ン症への理解の促進と地域社会への参加につなげました。この

ような取組みを行う団体が少なく、ニーズの高さを感じますの

で、今後も自主財源の確保を図り活動を継続させていきます。 

12 月 9 日 

蛍池（とよなか起業ﾁｬﾚﾝｼﾞｾﾝﾀｰ） 

地域の世代間交流を目的

とした観客体験型クリス

マスハンドベルコンサー

トを開催。 

 

 
50 名の異なる世代の市民がベルの演奏で一体感を味わうとと

もにハンドベルへの理解と音楽の楽しさを感じてもらいました。

今後も更なる異文化交流を図るために、箏とハンドベルの和洋

コラボなど斬新な市民参加型の活動にチャレンジしていきます。

また、自主運営を図る寄付や広告収入を募る積極的な活動を展

開していきます。 

8 月 2 回・12 月 1 回 

本町（とよなか国際交流ｾﾝﾀｰ） 

小中学生を対象に国際的

なテーマの料理教室を外

国人講師を迎えて開催。文

化交流の場を提供する。 

 
公共施設や小学校でのチラシ配布が、小学生 75名の参加につ

ながりました。子ども達は、料理づくりを通して外国の文化に触

れ、交流を図る機会となりました。講師も自分のルーツに自信が

持てるエンパワーメントの場として有意義に活用されました。現

事業の 1 年を通した実施や幼稚園、一般市民向けの事業実施

などを今後検討していきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木康修、上原ヨシュア、川野達也、桐畑照子、島内駿、清水高子、遠山一喜 

中井郷之、中島諒平、西田正男、西村拓夫、宮里清吉、御菓子司京屋小曽根店 

御菓子司京屋浜店、シビックジャズコミュニティ、豊中の市民活動を応援する会

豊中マンション管理士会、南桜塚ゆうの会、匿名（21 名）  （敬称略） 

平成 24 年度寄付者のみなさま  

 

 助成団体からのメッセージ 


